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校長 角田  聡 

 

令和３年度 大阪学院大学高等学校 学校評価 
 

１ めざす学校像 
 
《教育方針》 

本校は、開校以来、学校法人大阪学院大学建学の精神である『視野の広い実践的な人材の育成』を理念として、将来、希望する高度な専門分野へ
生徒を導くために、高校時代に身に付けておかなければならない「現代社会に必要な基礎学力の習得」に主眼を置いた実践的な教育を行う。また、
人格の基礎をつくる躾と情操教育に加え、一人ひとりの個性や能力を尊重し豊かな人間力を素養とした教育を目指している。 

 
《特色》 

本校は、学校法人大阪学院大学高等学校教育部門として、迫りくる社会生活への対応能力や人間性を高めるうえで重要な役割を担っている。 
本校の大きな特色は、大学院を擁する８学部９学科（短期大学部を含む）からなる大阪学院大学と、２つの専門学校（関西経理専門学校、関西医

科専門学校）で構成されている AST カレッジが併設されており、幅広く社会に対応出来る進路が保証されていることである。そして、決して他校で
はまねることができない高大７年一貫教育（短期大学部は５年）、ASTカレッジとの５、６年一貫教育は、「チーム大阪学院」として胸を張って生き生
きと人生を謳歌できるシステムといえるとともに、本校の大きな強みである。 
この強みを活かして次のような特色づくりを行っている。 

  
 【教学面】 

総合学習の一環として探究学習に取り組んでいる。より実践的な教育効果を得るために、施設利用や講師をお招きして、本校の大きな特徴である
併設大学である大阪学院大学、ASTカレッジ専門学校との協働を行い生徒のキャリアデザイン構築に取り組んでいる。 
各教科において受動的教育環境からの脱却を図るため、ICT（タブレット）をフルに活用し、より能動的な学習の提供に努めている。 
また、コロナ禍において、緊急事態宣言が発令された場合は 50分から 45分授業に変更して、学習効果の効率化を図っている。 

 【生活面】 
2020（令和２）年４月新校舎移転を機に、朝のロングホームルーム（LHR）を廃止し、校舎に設置されている複数のサイネージや手持ちのタブレ

ットを介して諸連絡を伝えるようにしている。このことにより、生徒自らが積極的に情報収集に努めなくてはならないことから「自己責任と的確な
判断力」を養うことが期待できる。 

 【学校活動】 
日本全体としてコロナ禍の中で学校教育活動に大きな制限がかかり、生徒の教育機会が減少傾向にある。 
本校では、学校行事も中止にするのではなく、時期をずらしたり、若干の内容を変更したりしてできる限り実施の方向で考え対応している。クラ

ブ活動にも制限がかかる中、感染予防対策の徹底と時短、許可制で国や大阪府が定めたルールの範囲内で活動を認めている。そのような状況下であ
るが、弓道、日本拳法、男女ゴルフ、チアリーダーの各部が全国大会出場、サッカーＡチームはプリンスリーグ関西で活躍している。これら部活動
や生徒の活躍は、全校生徒にも知らせ、また職員朝礼でも紹介して大阪学院として応援している。本校生徒の活躍をみんなで応援することで「愛好
心と帰属意識、そして一体感」を育むことができると感じている。 

 
 

 

２ 中期的目標 

１ 学習指導について 
（１）授業開始時間を厳守する。 
 
（２）授業中の態度の改善 
 
（３）基礎学力の定着と向上 
 
（４）成績不良者、低学力者などに対する指導を徹底する。 

 

２ 生活指導について 
（１）遅刻者数を減少させる。 
 
（２）携帯電話の使用マナーの向上に努める。 
 
（３）処分者数の減少に努める。 
 
（４）登下校のマナー指導に努める。 

 

３ 進路指導について 
（１）基礎学力の向上 
 
（２）高大接続の充実 
 
（３）キャリア教育の推進・充実 

 

４ 人権教育について 
（１）各学年別に学外講師を招き、講演会を実施する。 
 
（２）全校生徒に人権に関連した映画鑑賞を実施する。 

  
（３）学校生活やいじめについて調査をし、より良い学校生活ができるように取り組む。 

 

５ 保健について 
（１）生徒の適切な保健室利用の管理 
 
（２）「保健だより」の定期的発行と掲示等 
 
（３）感染症予防対策の実施 

 

６ 施設・設備について 
（１）教育環境の充実に努める。 

 
 

 

 

 



 

 

【自己評価アンケートの結果と分析】 

自己評価アンケートの結果と分析 

生徒アンケート［令和３年 12 月実施分］ 

教員アンケート［令和４年３月実施分］ 

○生徒アンケート 

 「教育活動全般に関わる質問調査」 令和３年 12月実施 

 全校生徒に対し、別紙 22 項目について無記名による回答として実施した。 

 ※アンケート結果については別紙にて報告。 

 

アンケートの結果としては、例年と大差のない結果となっているが、「９．本校の事務室は、証明書や奨学金等事務手続きについて、的確かつ丁寧に応対し

てくれていると思う。」、「11．本校は基本的な生活習慣の定着や社会のルールを守ることをしっかり指導していると思う。」、「20．本校は、校舎や校庭、グラウ

ンドなどの施設設備が整っていると思う。」、「21. 本校でこれからも長く付き合え信頼できる友達ができた。または、出来るだろうと思う。」については、肯定

的評価（アンケート結果で「そう思う」、「おおむねそう思う」の評価）が 70％を超えており、他の項目と比べて高くなっている。また、「16．校外学習」や「17．

球技大会」、「18．課外活動」等の学校行事に対する項目や「12.本校は生徒の健康や安全、命の大切さに関する指導をしっかり行っていると思う。」、「22．本校

で充実した学校生活を送っている。」等についても、肯定的評価が比較的高くなっている。 

一方で、「６．本校には分かりやすい授業を行ってくれる先生が多いと思う。」や「７．本校には各教科の基礎・基本の習得を図り、進路実現に対応できる学

力を身に付けさせてくれる先生が多いと思う。」という授業に関する項目や「10．本校には自分の成長に効果があると思える取り組みが多いと思う。」、「13．ホ

ームルーム活動では、生徒が自主的に取り組み、互いに協力して活発に行っていると思う。」という将来の進路設計等、生徒本人に関する項目については、全

校的に肯定的評価が低くなっている。 

 

 

○教職員アンケート 

 「自己（授業）評価」 令和４年３月実施 

 全教員に対し、別紙 24項目について無記名による回答として実施した。〔有効回答数は 49名〕 

 ※アンケート結果については別紙にて報告。 

 

自己（授業）評価の考察を行うにあたり、回答の中で「全くその通り」「どちらかと言えばその通り」の回答を肯定的評価として考えると、全 24 項目中９項

目で肯定的評価が 80％を超えている。 

特に、「３. 教具・教育機器等を有効に活用しようと工夫している。」、「５．生徒が学ぶ力や考える力を得られるように、授業を工夫している。」、「10．授業

内容に関する生徒の質問については十分な対応をしている。」、「19．いつも授業にふさわしい雰囲気づくりを心掛けている。」、「20．目標やねらいを明確にする

など、十分な計画性をも持って授業を行っている。」の５項目については肯定的評価が 85％を超える結果となった。 

一方で、「７．小テスト等を適宜行い、生徒の理解度や到達度の把握に努めている。」、「９．授業の中で生徒一人ひとりが活躍できる場を設けている。」、「13．

生徒は、予習・復習等の家庭学習にしっかりと取り組んでいる。」、「17．生徒は年次に応じた進路意識をもって学習に取り組んでいる。」、「18．生徒は授業で学

んだことから更に意欲・関心を深めている。」の５項目については、肯定的評価が 50％を下回った。 

 

 

○保護者 

本校では、教育活動の充実や行き届いた生徒指導を行うため、学校と保護者が緊密な連携をとり、本校後援体制のより一層の強化を図ることを目的として、

平成 16年度から後援会組織と協力の上、保護者の学級委員を各クラスから選出し、同委員取りまとめによる保護者のクラス会を開催している。クラス会では、

保護者同士の親睦を図ることを前提として、色々な場面や雑談の中で出てくる意見などを同委員が取りまとめ、これを学校と後援会組織で検討し、可能なもの

は前向きに対応していくという形式を取っている。これは、保護者皆様が不安に思っていることや生徒指導上の問題点等の早期解決と学校のより良い方向性を

見い出すことに役立っている。 

 クラス会で出た意見等に関する対応状況の報告会は毎年行ってきたが、今年度も新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、クラス会の実施を自粛したため

報告会も開催できなかった。 

 （例年報告される項目は以下のとおりです。） 

  ・内部進学（併設大学）に関する事について 

  ・進路の幅を広げて後押ししてほしい。 

  ・英検の推進とそれに関する補習をお願いしたい。 

  ・保護者だけの併設大学見学会を開催してほしい。 

  ・配付文書に関することについて 

  ・地震等、災害発生時の授業に関する連絡方法について 

  ・制定品や服装規定に関する事について  等 

 

 

学校関係者評価委員会からの提言 

２０２２年１０月２４日（月）１１：００～１２：１０  本校校長室にて開催 

１.学校評価について 

（１）学校全体の取り組みとして、ここ数年は新型コロナウイルスの影響により、休校になったり、短縮授業になったり、オンラインで授業を行ったりと、

先生方の対応が大変であったと感じる。 

 （２）昨年度は以前のようにはいかないが、ほとんどの学校行事を行うことができたのは、生徒たちにとっても学校にとっても良いことであったと思う。 

 （３）昨今はインターネット等の普及により、ほとんどの生徒がＳＮＳを活用しているが、人権の取り組みとして１年生にはスマートフォンの取り扱いにつ

いての講演会が実施されているが、こういったことは毎年全学年を対象に行っても良いと思う。 

 （４）今は生徒に i-Padを所持させており、授業でも常に使用することがあるので、生徒たちも身近なツールに感じており安易な情報発信が多い。ＳＮＳに

発信すると、本人の意思に関わらなくとも直ぐに全世界に配信されることがあるので、他社の配信へのリツイート等についても、なぜダメなのかという

教育が必要になる。 

 （５）併設大学もあるので、高校から大学進学、大学卒業後の就職までの過程をもう少し明確に示してもらえれば、生徒たちも大学を選びやすくなると思う。 

 （６）単位を落としたり、欠点を取ったりする生徒がいるとのことで、今までもいろいろ対策はされていると思うが、先生方にはご負担をお願いする事には

なるが、保護者の立場としては、補習や居残り勉強などに力を入れてもらいたい。 

 （７）体育大会や文化祭などを学年別やクラスを分けて実施されるなど工夫されている。各行事でもクラス単位で非常に良くまとまって楽しく活躍されてい

る印象があり、そのあたりも学校の好印象につながっていると思う。 

 



 

 

２．アンケート調査について 

 （１）いろいろ質問調査の中で、肯定的な評価が全体の 60％を切るか切らないかがひとつのガイドラインであるように感じるので、60％を下回る項目につい

ては、今後の方策を考えてもらう必要がある。 

 （２）生徒アンケートにおいて、ほとんどの項目で学年が上がるたびに肯定的な評価が上がっているので、今後も継続して取り組んでいただき、肯定的な評

価（生徒の満足度）が更に上がっていくように考えていただきたい。 

 （３）教員アンケートにおいても、評価のバラつきが非常に目立つ。こちらの肯定的な評価が低い項目については、改善するように考えていただけたら良い。

特に低い項目については、積極的に取り組んでいただき、生徒と先生方との相互理解に努めていただきたい。 

 

３．その他 

（１）情報管理室を設置され、全てではなくても生徒の発信等の監視を行われていることは、少なくとも生徒たちの抑止力になっているので、今後も継続し

てもらいたい。 

 （２）全体的におとなしい生徒が多く、一般的に良い子と言われる生徒が増えてきており、学校として活気が少なくなったように感じる。 

 （３）校舎を移転し、駅からも近くなったので中学生からの人気は高くなっている。 

 （４）学校としても問題点には直ぐに着手されていて、生徒のことを良く考えてもらっている。保護者からの意見に対しても、変えられるところは改善し、

変えられないところは、なぜ変えられないかも説明してもらえる。 

 （５）コロナウイルスの感染拡大が続いているときに、修学旅行を中止にせずに延期をされたという事は、生徒にとっても保護者にとっても良いことだと思

うので、今後も生徒のことを考えた指導をお願いしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中
期
的 
目
標 

今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

学
習
指
導
に
つ
い
て 

（１）授業開始時間を厳守する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）授業中の態度の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）基礎学力の定着と向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）成績不良者、低学力者など

に対する指導を徹底する。 

 

（１） 

ア 各教員が始業チャイム前には教室に入室

する。 

 

イ 授業の重要性や時間を守る大切さなどを

説明指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

ア すべての生徒が、すべての授業に前向き

に取り組む姿勢を養う。 

 

イ ＡＬ、探究学習等を取り入れ、授業内容

を充実させる。 

 

ウ 担任や教科担当教員が授業の重要性など

を根気よく説明指導する。 

 

 

 

 

（３） 

ア ICT教材の導入で、学習習慣をつける。 

 

イ 宿題を定期的に出して、家庭学習時間を

増やす。 

 

ウ 苦手単元などを振り返り、取り組ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

ア 各教科担当者が、成績不良者を出さない

という姿勢で指導する。 

 

イ 該当生徒には積極的に声をかけ、理解度

を把握し、丁寧な指導を心がける。 

 

（１） 

ア イ 教員が、始業チャイ

ム前に教室に入室できてい

たか。 

 

ア イ チャイムと同時に授

業を開始できていたか。 

 

ア イ 生徒アンケートの質

問 11「本校は基本的な生活

習慣の定着や社会のルール

を守ることをしっかり指導

していると思う。」の肯定的

評価が 70％以上。 

 

 

（２） 

生徒アンケートの質問 19

「教室内の雰囲気、環境は

快適であると思う。」の肯定

的評価が 70％以上。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

ア イ 宿題を定期的に出す

ことができているか。 

 

ア イ 宿題の取り組み状況

がよくなっているか。 

 

ウ 学習への取り組みがよく

なっているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）各学期の欠点者の人数

が減少したか。 

 

（１）〔○〕 

ア イ 多くの教員が始業チャイム時

には入室できていたが、全教員が入室

できる努力が必要である。 

 

ア イ ２学期以降、授業準備が疎かに

なる生徒が数名いるが、おおむね良好

である。 

 

ア イ 71.2％ 

 

 

 

 

 

 

（２）〔×〕 

ア ウ 授業中の巡回を増やして効果

がみられたが、教科担当教員とのさら

なる連携が必要。 

 

イ ＩＣＴを活用した授業が増加し、生

徒が主体的に授業に参加する姿が多

くみられた。探究学習において、企業

等外部の人の話を聞くなど、探究を深

めることができた。 

 

ア 59.3％ 

 

（３）〔△〕 

ア イ ＩＣＴ教材を用いた宿題配信

を行い、一定の効果はあったが、提出

しない生徒に対して、最後まで取り組

ませる仕組みを検討する必要がある。 

 

ア スタディサプリの内容を定期考査

に取り入れる科目が出てきているが

まだ不十分であり、さらなるスタディ

サプリの活用が課題である。 

 

イ ウ 取り組み状況の良い生徒に対

しての声掛けを継続する必要がある。 

 

ア イ ウ 職員室内のフリースペー

スで自習をする生徒が増えてきた。 

 

 

（４）〔△〕 

ア 成績不良者と保護者に進級・卒業に

関する説明会を、１・２学期末に開催

し、学習意欲の喚起を行い、成績不良

者を減らすことができた。 

 

 １学期末 257 名 

 ２学期末 137 名（△120名） 

 

ア イ 放課後の定期的な強制補習の

検討が必要である。 

 



 

 

２ 

生
活
指
導
に
つ
い
て 

（１）遅刻者を減少させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）携帯電話の使用・携行品指

導を徹底する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）処分者の減少に努める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）登下校のマナー指導に努め

る。 

（１） 

遅刻者に対しては、遅刻理由を丁寧に聞

き取り、生徒本人に改善法などを考えさせ、

繰り返しの遅刻防止に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

校内放送や生活指導部専担教員による教

室巡回により、注意喚起を頻繁に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

特にＳＮＳ関係の処分者を減少させるた

め、情報管理室と協力し、生徒たちのモラ

ル向上に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

登校時の駅から学校及び自転車通学路に

教員を配置し、挨拶とともに広がって歩く

生徒などに対し指導を行う。 

（１） 

過去５年分の各学年の遅

刻者数と比較し減少した

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

携帯電話関係の処分者数

を過去と比較し減少した

か。 

 

 

 

 

 

 

（３） 

過去の処分者件数と比較

し減少したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

近隣住民の方からの苦情

が減少したか。 

（１）〔×〕 

例年遅刻者は、学年が上がるにつれ

て増える傾向があり、一昨年は３年生

の指導を強化したため少し減少した

が、昨年は指導面での課題が徹底でき

ず、全学年で増加した。 

目標達成のためには家庭との連絡

を密に取りながら、生徒に対して根気

強く指導することが必要である。 

 

 Ｒ３ 6,649名 

Ｒ２ 5,654 名 

Ｒ１ 5,810 名 

Ｈ30 4,265 名 

Ｈ29 4,670 名 

 

 

（２）〔○〕 

校舎の移転を機に、授業で携帯電話

を使用する機会が増えたため、携帯電

話に関する指導を授業中の無断使用

のみとした。多少の処分者は居たが、

校内での携帯電話の使用マナーにつ

いては、概ね守られている。 

〔Ｒ1 119件 → Ｒ３ 25 件〕 

 

 

（３）〔△〕 

 Ｒ２ 36件 → Ｒ３ 36 件 

Ｒ２年度は今まで以上に全教員で

トラブル回避のために注意喚起と対

策を行ったため、全体としても大きく

減少し、昨年度も同様に対応できた。

しかしながら、減少はできなかったた

め、今後も厳罰を強化するより、生活

指導部だけでなく全教員での注意喚

起を増やすことを考えたい。 

 

 

（４）〔△〕 

 校舎移転に伴い、生徒の通学路等に

ついて近隣自治会等と検討を重ねた

が、通学路の遵守や登下校時のマナー

について多少の苦情はあったため、引

き続き、登下校時のマナー指導等の注

意喚起を行っていきたい。 

 

 



 

 

３ 

進
路
指
導
に
つ
い
て 

（１）基礎学力の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）高大接続の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）キャリア教育の推進・充実 

 

 

 

 

（１）第１・２学年 

オンライン授業を活用し、生徒自身が自

主的に目標を持って学習する。 

 

 

 

 

 

 

（２） 

ア ２・３学年 

  希望者及び内部進学予定者に対して特別

科目の履修を実施する。 

※これは大学生に交じり大学の授業を受

けるものであり、単位が認定された場合、

併設大学の卒業要件単位数に計上すること

ができる。 

 

イ ３学年 

  併設大学教員との交流の場となる「語り

場」を実施 

 

 

 

 

（３） 

ア ホームルームや総合の授業において、大

学・専門学校の広報担当者による進路ガイ

ダンスを各学年の状況に応じて実施する。 

第１学年 将来の就職を考えて 

第２学年 学部・学科について 

第３学年 各大学の特色について 

 

イ 手作り教材等を通じて、進路決定と将来

の目標や働くことの意義を理解させる。 

 

 

（１）受講のチェック・到達

度テストの実施 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

ア 受講者の成績及び内部進

学率 

 

イ 生徒の満足度と大学教員

の評価と内部進学率 

 

イ 内部・外部の進学率が上

昇したか。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

ア イ 

大学・専門学校・就職な

どの進路を主体的に決定で

きたか。 

 

 

（１）〔○〕 

 一昨年からのコロナ禍の中で、オン

ライン授業等のＩＣＴ化が促進され、

また昨年度は実力テスト等も予定ど

おり実施できたが、実施後の担任・教

科担当者の細かなチェックと丁寧な

指導が必要である。 

 

 

（２）〔○〕 

ア 高大接続の入学前教育への参加率、

成績はかなり良好であった。 

 

イ 昨年は、オンラインによる実施とな

ったため参加者が減少したため、時

期・内容の精査を行い今年度は対面で

実施したい。 

 

イ ※併設大学進学者数と進学率 

   Ｒ３  201名 43.1％ 

（Ｒ２  160名 38.9％） 

  ※大学・専門学校進学率 

   Ｒ３  95.9％（Ｒ２ 91.2％） 

 

 

（３）〔△〕 

進路に対する姿勢や考え方が前向

きになった。今後は講演会などの実施

できるように計画したい。 

 

※今年度使用した教材 

手作り教材「進路のしおり（合格体

験記）」 

 

 



 

 

４ 

人
権
教
育
に
つ
い
て 

（１）各学年別に学外講師を招

き、講演会を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）全校生徒に人権に関連した

映画鑑賞を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学校生活やいじめについて

調査をし、より良い学校生活

ができるように取り組む。 

（１） 

ア １学年については、高校生になり携帯や

ネットでの友人関係の構築がはじまること

から、インターネットやＳＮＳに関する講

演を行い、講演後にはアンケート・感想文

を実施する。 

 

イ ２・３学年においては生徒の成長に合っ

た課題として、自分を大切にすること、他

人を大切にすることの必要性を考えさせる

ことを目的とした講演を行い、講演後には、

アンケート・感想文を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

映画鑑賞実施後には感想・アンケートを

実施することで、内容が定着し生徒の印象

に残るように努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

ア 学校生活・人権などの意識調査を２回実

施する。（１学期と２学期に各１回） 

 

イ 調査結果を活用するため、いじめ防止委

員会および教員対象の勉強会を開催し、全

教員でいじめと不登校の防止に取り組む。 

 

 

（１） 

 各学年の課題に応じた適

切な講演者を選定し、講演

会を実施したか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

人権に関する映画鑑賞の

実施と実施後の感想が好評

であったかどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 

教育活動全般に関する質

問調査の質問 22「大阪学院

大学高等学校で充実した学

校生活を送っている」の肯

定的評価が 70％以上。 

（１）〔○〕 

ア １学年 

開催日：2021年５月 29日（土） 

 内 容：「スマホ・ケータイ安全教室」 

 講 師：大阪法務局人権擁護部（NTT 

ドコモ） 

イ ２学年 

開催日：2021年６月 19日（土） 

 内 容：「互いのこころとからだを尊

重しよう」（デートＤＶ防止

対策） 

 講 師：伊田広行氏（立命館大学 非

常勤講師） 

イ ３学年 

開催日：2020年９月 11日（土） 

 内 容：「性的マイノリティ（ＬＧＢ

Ｔ）についての知識を学ぶ」 

 講 師：川西寿美子氏（NPO ｱｶﾃﾞﾐｯｸ

ﾊﾗｽﾒﾝﾄをなくすﾈｯﾄﾜｰｸ NAAH 

理事） 

 

本校でも携帯電話（ＳＮＳ等）など

の間違った使用による生活指導の案

件が増加しており、今後も１学年時に

しっかり指導を行う。 

２・３学年においては、今後は講演

以外でも各種資料を配布し、生徒の自

覚を促す。 

 

 

（２）〔○〕 

題目：「彼らが本気で編むときは、」 

実施日： 

１学年 2021年 11月 11日（木） 

２学年 2021年 11月 17日（水） 

３学年 2021年 11月 22日（月） 

 映画鑑賞時の姿勢も良く、鑑賞後の

LHR で全員に感想文を書かせ、その内

容も概ね好評であった。また今年度も

生徒の意見（抜粋）を発表するなど、

結果を還元することもできたため、次

年度以降も継続していきたい。 

 

 

（３）〔△〕 

昨年度は肯定的な評価が 69.2％と

一昨年度（66.3％）からは多少増加は

したので、次年度は更に向上できるよ

う、教員の意識を更に伸ばし、意識調

査の結果を詳細に分析していく。 

 



 

 

５ 

保
健
に
つ
い
て 

（１）生徒の適切な保健室利用の

管理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）「保健だより」の定期的発

行と掲示等 

 

 

 

 

 

 

 

（３）感染症予防対策の実施 

 

（１） 

無用な来室者を減少させるとともに、保

健室本来の病気やケガの生徒に対する対応

を行う。 

ア 生徒が授業中、保健室を利用する際は「保

健室利用許可証」を持って来室させ、許 

可証の無い生徒は教室に戻させる。 

 

イ 保健室の利用について原則１日１時間を

徹底する。 

 

ウ 保健室内での飲食禁止、携帯電話の使用

禁止を徹底する。 

 

 

 

 

（２） 

  「保健だより」の HP掲載、教室掲示、生

徒への配布等を通して、生徒に対する保健

指導や日常生活、健康上の注意喚起を行う。 

 

 

 

 

 

（３） 

ア 「保健だより」による感染症予防の啓発

を行う。 

 

イ 校舎内複数個所へのアルコール消毒液の

設置等を通じ、感染症予防の意識向上に努

める。 

 

（１） 

  無用な来室者の減少と、

病気やケガの生徒への対応

に注力できたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

「保健だより」を定期的

に発行・掲示できたか。 

 

 

 

 

 

 

（３） 

ア イ 

感染症予防対策を実施す

ることで生徒の意識や行動

の変化がみられたか。 

 

教育活動全般に関する質

問調査の質問 12「本校は生

徒の健康や安全、命の大切

さに関する指導をしっかり

行っていると思う。」の肯定

的評価が 60％以上。 

 

 

（１）〔○〕 

授業中の利用については、許可証の

発行が必要なことや授業担当者の指

導により、些細な理由で保健室を利用

する生徒が減少した。日本学校保健会

の「保健室利用状況に関する調査報告

書（平成 30年発行）」によると、高校

生の１日平均保健室利用者数が全国

では 20.0 人であるのに対し、本校は

6.0人と大きく下回っており、保健室

の健全な利用ができていると考えら

れる。 

引き続き利用方法の徹底すること

により保健室を健全に利用できるよ

う努めていく。 

 

 

（２）〔○〕 

年度初めの予定通り、本年度はほぼ

毎月のペースで発行することができ、

ＨＰ掲載や教室掲示等で視覚的に生

徒に働きかけることができた。次年度

も継続して発行し、生徒たちの健康

面、生活面のサポートに努める。 

 

 

（３）〔○〕 

 保健だよりに新型コロナウイルス

をはじめとする感染症への予防策を

掲載し、感染症予防の啓発を行うこと

ができた。 

コロナ禍以降、生徒がアルコール除

菌を行っている姿が普通になり、感染

予防への意識向上がはかれたと考え

るが、今後も更なる感染症流行に備

え、各自が予防策を実行できるよう努

めていく必要がある。 

 

 Ｒ３ 68.0％ 

６ 

施
設
・
設
備
に
つ
い
て 

（１）教育環境の充実に努める。 

 

 

 

 

 

 

（１） 

ア タブレット型ＰＣを導入し、授業等で活

用できる環境を整備する。 

 

イ ICT 教育に関する教員対象の勉強会を実

施する。 

 

本校の ICT 教育環境の整備については、

施設的には旧校舎の耐震対応にも大きく関

係する問題であったが、2020 年４月に新校

舎へと移転したことにより、経年的に全生

徒への i-Pad を携帯させ、授業等でも活用

できる環境がが整備された。今後は全教職

員を対象とした「ICT 推進勉強会」を実施し、

教員全体の意識改革も同時に行う。 

 

 

（１） 

ICT 教育環境の整備と教

員に対する勉強会が実施さ

れたか。 

 

（１）〔○〕 

 ICT 教育環境の整備については、新

校舎への移転に合わせて整備が完了

し、昨年もコロナ禍の中、オンライン

やハイブリッドでの授業展開に活用

することができた。 

 次年度は経年的に配布してきた

i-Pad が全学年で整備できるため、通

常の授業においても、i-Pad を活用し

た授業展開を行っていけるよう、全教

育職員のスキルアップや更なる教育

環境の充実に努めていきたい。 

 

 


